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十
月
二
十
六
日
、
市
内
北
村
圃

場
で
岩
見
沢
市
、
北
海
道
大
学
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
進
め
る
情
報
通

信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
活
用
し
た「
ス

マ
ー
ト
農
業
」の
実
証
実
験
を
視
察

し
ま
し
た
。
岩
見
沢
市
内
の
金
融

機
関
や
建
設
業
、
夕
張
・
砂
川
・

美
唄
の
各
商
工
会
議
所
か
ら
役
員

ら
約
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

岩
見
沢
市
は
、
北
海
道
大
学
や

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
三
者
と
の
連
携

協
定
を
踏
ま
え
、
昨
年
十
月
に
５

Ｇ
を
北
村
圃
場
で
導
入
し
、
本
年

度
か
ら
二
年
間
か
け
て
安
全
性
な

ど
の
課
題
を
検
証
し
、
社
会
実
装

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

北
村
圃
場（
遊
水
地
実
証
ヤ
ー
ド
）

で
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
視
察

　

北
村
圃
場
（
遊
水
地
実
証
ヤ
ー

ド
）
で
、
遠
隔
監
視
制
御
室
（
新

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
（
有
明
南

一
））か
ら
高
速
大
容
量
の
通
信
が

可
能
な
第
五
世
代（
５
Ｇ
）移
動
通

信
シ
ス
テ
ム
か
ら
操
作
さ
れ
る
無

人
ト
ラ
ク
タ
ー
の
様
子
を
視
察
し
、

無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
の
正
確
な
動
き

を
初
め
て
視
察
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

初
公
開
の
遠
隔
監
視
制
御
室
を
視
察

　

次
に
、
新
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
、
こ
の
日
が
初
公
開
の

遠
隔
監
視
制
御
室
で
、
約
一
〇
キ

ロ
離
れ
た
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら

第
五
世
代（
５
Ｇ
）移
動
通
信
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
て
伝
送
さ
れ
た
映
像

を
通
し
て
安
全
を
制
御
す
る
様
子

や
、
複
数
の
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
を

同
時
に
操
作
し
、
協
調
作
業
を
遠

隔
地
か
ら
行
う
様
子
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
の
前
後
に
搭
載
し

た
カ
メ
ラ
か
ら
の
映
像
が
制
御
室

の
四
台
の
モ
ニ
タ
ー
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
映
し
出
さ
れ
、常
に
安
全
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
担
当
者
か
ら

は
「
人
間
が
操
作
す
る
よ
り
も
、
四

台
の
カ
メ
ラ
を
見
て
作
業
す
る
こ

と
に
よ
り
、死
角
が
減
る
の
で
安
全

に
作
業
で
き
る
」と
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
雨
の
日

や
風
の
強
い
日
で
も
カ
メ
ラ
は
鮮

明
に
映
る
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

現
段
階
で
は
条
件
が
変
わ
る
と
鮮

明
に
映
ら
な
い
場
合
が
あ
る
が
、実

証
実
験
を
重
ね
て
そ
の
点
も
解
決

し
て
い
く
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

で
意
見
交
換

松
浦
委
員
長（
会
頭
）か
ら
も
今
後

へ
の
期
待

　

次
に
、
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、
講
師
と
の

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
ロ
ボ
ッ

ト
ト
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
冬
場

の
除
雪
作
業
や
、
商
工
業
と
農
業

の
連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
法
律
で
は
公
道

の
走
行
は
で
き
な
い
な
ど
、
無
人

ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
用
に
関
す
る
法

規
制
に
つ
い
て
、「
ス
マ
ー
ト
農

業
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
省
力
化

の
効
果
が
薄
れ
て
し
ま
う
」
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

産
業
戦
略
委
員
長
の
松
浦
会

頭
は
、「
地
元
で
あ
り
な
が
ら
ス

マ
ー
ト
農
業
の
視
察
は
初
め
て
。

岩
見
沢
市
が
ス
マ
ー
ト
農
業
の

分
野
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
大

変
誇
ら
し
い
。
岩
見
沢
市
が
整
備

し
て
き
た
情
報
通
信
基
盤
を
生
か

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
で
利
用
で
き
る

技
術
で
あ
り
、
商
工
業
者
同
士
の

新
た
な
取
り
組
み
の
必
要
性
に
つ

い
て
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

道
で
は
、
本
道
の
新
規
感
染
者

数
の
増
加
と
と
も
に
、
世
代
間
や

地
域
で
の
感
染
の
広
が
り
が
見
ら

れ
る
中
、
入
院
患
者
数
も
増
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、十
月
二
十
八
日
、警
戒
ス
テ
ー

ジ
Ⅱ
へ
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
会
員
の
皆
様
に
次
亜

塩
素
酸
水「
ピ
ュ
ア
ス
タ
ー
」を
無

償
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
ピ
ュ

ア
ス
タ
ー
は
ア
ル
コ
ー
ル
で
は
効

果
の
薄
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
も
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
事
務
所
や
店
舗
の
除
菌
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
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岡
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岩
見
沢
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マ
ー
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農
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岡
本
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大
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十
月
十
三
日
、
常
議
員
会
を
開

催
し
十
六
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、松
浦
会
頭
よ
り

次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
商
工
会
議
所
も
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券
事
業

に
つ
い
て
は
一
〇
〇
％
完
売
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
工
事
総
額
は

約
十
二
億
円
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
チ
ラ
シ
の
作
成
、
各

種
相
談
会
も
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
ザ
ワ

Ｄ
ｏ
リ
ン
ク
事
業
に
つ
い
て
は
約

一
、
七
〇
〇
万
円
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
九
月
十
一
日
か
ら
十
九

日
ま
で
リ
ン
ク
ナ
イ
ト
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は

二
、
一
〇
〇
名
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、二
、六
〇
〇
万
円
程
度

の
経
済
波
及
効
果
が
あ
っ
た
と
推

測
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
感
染
症
対

策
の
給
付
金
に
つ
き
ま
し
て
も
事

務
局
総
出
で
会
員
皆
様
に
電
話
を

か
け
、
七
六
三
会
員
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
持
続
化
給

付
金
含
め
て
五
、
〇
〇
〇
万
円
強

の
手
続
き
が
整
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
い
ま
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で

商
工
会
議
所
が
や
る
べ
き
こ
と
を

き
ち
ん
と
し
な
が
ら
会
員
と
と
も

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。」

　

常
議
員
会
の
協
議
事
項
は
次
の

通
り
で
す
。
全
て
の
案
件
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
付
議
事
項

議‌�

案
第
一
号　

新
規
会
員
加
入
に

つ
い
て

■
報
告
事
項

報‌�

告
第
一
号　

各
委
員
会
か
ら
の

報
告
に
つ
い
て

【
総
務
委
員
会
】

　

十
月
一
日
付
で
委
員
会
を
書
面

開
催
。
今
後
の
課
題
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
新
商

工
会
議
所
会
館
検
討
を
予
定
。

【
工
業
委
員
会
】

　

十
月
二
十
六
日
に
ス
マ
ー
ト

農
業
の
視
察
会
を
北
村
の
圃
場
で

開
催
。

【
都
市
問
題
委
員
会
】

　

新
幹
線
の
札
幌
以
北
の
延
伸
問

題
や
Ｊ
Ｒ
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ

い
て
今
後
協
議
。
室
蘭
線
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
の
収
束
が

見
え
し
だ
い
視
察
等
を
検
討
。

　
報‌�

告
第
二
号　

当
所
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
事
業
に
つ
い
て

報‌�

告
第
三
号　

プ
レ
ミ
ア
ム
建
設

券
事
業
に
つ
い
て

報‌�

告
第
四
号　

地
元
応
援
ク
ー
ポ

ン
券
事
業
に
つ
い
て

報‌�

告
第
五
号　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
に
つ
い
て

報‌�

告
第
六
号　

ザ
ワ
Ｄ
ｏ
リ
ン
ク

事
業
に
つ
い
て

報‌�

告
第
七
号　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
給
付
金
等

（
国
・
道
・
市
）
手
続
状
況
調
査

に
つ
い
て

　

全
国
の
商
工
会
議
所
で
は
、
会

員
の
電
子
証
明
書
取
得
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

電
子
証
明
書
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト

や
印
鑑
証
明
書
の
よ
う
な
も
の
で
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
身
分
証

明
書
」
に
当
た
り
、
認
証
局
と
呼

ば
れ
る
第
三
者
機
関
が
持
ち
主
の

身
元
情
報
を
認
証
し
、
発
行
し
て

い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
の
「
な
り
す

ま
し
」「
改
ざ
ん
」「
事
後
否
認
」「
盗

聴
」
等
を
防
止
で
き
る
た
め
、今
日

で
は
「
公
共
発
注
機
関
等
へ
の
入

札
・
調
達
手
続
き
」「
行
政
機
関
へ

の
各
種
届
出
手
続
き
」「
Ｂ 

to 

Ｂ

電
子
商
取
引
」
な
ど
で
幅
広
く
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
の
会
員
向
け
支
援

制
度
は
、
日
本
商
工
会
議
所
が
株

式
会
社
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
（
Ｔ

Ｄ
Ｂ
）
と
セ
コ
ム
ト
ラ
ス
ト
シ
ス

テ
ム
ズ
株
式
会
社
（
セ
コ
ム
）
と

提
携
し
、
商
工
会
議
所
会
員
は
両

社
の
電
子
証
明
書
を
会
員
限
定
料

金
（
割
引
価
格
）
で
購
入
で
き
る

と
い
う
制
度
で
す
。
本
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
Ｔ
Ｄ
Ｂ
の
場
合

は
通
常
料
金
か
ら
二
、
〇
〇
〇
円
、

セ
コ
ム
の
場
合
は
二
、
〇
〇
〇
円

（
二
年
版
）、
三
、〇
〇
〇
円
（
三
年

版
）
が
割
引
さ
れ
ま
す
（
料
金
は

全
て
税
抜
）。

　

商
工
会
議
所
会
員
料
金
の
適
用

を
受
け
る
に
は
所
属
商
工
会
議
所

か
ら「
会
員
確
認
用
ク
ー
ポ
ン
券
」

の
発
行
を
受
け
た
う
え
で
、
Ｔ
Ｄ

Ｂ
ま
た
は
セ
コ
ム
に
電
子
証
明
書

の
取
得
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

本
制
度
の
詳
細
は
日
本
商
工
会

議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.jc
c
i.o
r.jp
/it/

to
ritsu

g
i.h
tm
l

令
和
二
年
度
　第
四
回

常
議
員
会
　開
催

商
工
会
議
所
会
員
限
定

　

割
引
価
格
で

電
子
証
明
書
を

入
手
で
き
ま
す !!
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ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を9/15～11/30に実施いたします。本キャンペーンは、『商工会議所福祉制
度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としています。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々な保障ニーズにお応
えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご協力いただきますようお願い申しあげます。

『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

アクサ生命保険㈱岩見沢営業所　TEL 25-4788岩見沢商工会議所　運営課　TEL 22-3445

地元応援クーポン券の利用期限が迫ってます！

岩見沢市民以外向け商品券販売！プレミアム
商品券

岩見沢市より各世帯へ配布された「地元応援クーポン券」の利用期間が今月末で終了します。
期間を過ぎると使用できなくなりますのでご注意ください。

岩見沢市民以外の方々を対象としたプレミアム商品券の販売が11月１日より開始されました。
岩見沢市外にお住いの従業員様・スタッフ様がいらっしゃいましたら、是非購入をご検討ください。

加盟店の皆様へ

地元券

全部券

440店舗

109店舗

有効期限（令和２年11月30日）以降はクーポン券を受け取らないでください。
また、換金受付は12月18日（金）までとなっております。
使用された店舗がわかるように裏面に記名（押印）のうえ、換金申込書と一緒に
換金交換所へご持参ください。

令和2年12月18日（金）までの平日9:00～17:00

≪利用期限：令和2年11月30日（月）まで≫
クーポン券が使えるお店

(11/6現在)

地元券

全部券

584店舗

140店舗

商品券が使えるお店
(11/6現在)

換金申込書や最新の加盟店一覧は
ホームページにて！

※先着順での販売となるため売り切れの
　場合はご容赦ください。

※会場ではマスクの着用をお願いします。体調に異常のある場合は来場をお控えください。 
※購入時、居住地のわかる身分証明書などの提示が必要となります。

http://www.iwamizawacci.or.jp/jimotocoupon/index.htm

地元応援クーポン券

換金申込書や最新の加盟店一覧は
ホームページにて！

１セット

販 売 額

販売日時

購入限度

発 行 数

1,000円×6枚、500円×1枚
 (地元券3,500円分、全部券3,000円分)

5,000円（プレミアム率30%）

令和2年11月1日(日)より先着順

1人2セット

1,000セット

有明南1 有明交流プラザ内　TEL:0126-22-3470
■営業時間／9:00～17:30　
■休業日／年末年始

http://www.iwamizawacci.or.jp/syouhinken2020/index.htm

岩見沢プレミアム商品券

岩見沢市観光協会
毛陽町183－2　TEL:0126-46-2222
■営業時間／11:00～18:00　
■休業日／年中無休（但し12月1～3日は休業）

ログホテル メープルロッジ販
売

場
所

問
合
先

地元応援クーポン券事業実行委員会
岩見沢プレミアム商品券事業実行委員会
１条西１丁目（岩見沢商工会議所内）
TEL：0126-22-3445　FAX：0126-22-3441

換金受付期間

岩
見
沢
市
以
外
に

お
住
ま
い
の
方
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岩見沢出身の柔道選手

玉置　桃
●平成６年９月16日生（26歳）
●出身校　光陵中学校
●主な戦績（57kg級）
　・2014年 世界ジュニア柔道選手権大会 金メダル
　・2018年 全日本選抜柔道体重別選手権大会 金メダル
　・2018年 アジア競技大会 金メダル
　・2019年 世界柔道男女混合団体戦 金メダル

たま おき もも

東京オリンピックの代表候補

【
対
象
と
な
る
店
舗
】

「Go To Eat 北海道 お食事券」の取扱店舗になりませんか？

ご注意ください！

登録手数料
換金手数料無料

下記のＡ・Ｂを満たす店舗が対象となります。（詳細はホームページにてご確認ください）
Ａ．店舗に関すること
⑴ 食品衛生法の「飲食店営業」又は「喫茶店営業」の許可を得ていること
⑵ 店内飲食をメインとする飲食店であること
　 ※テイクアウト専門店・デリバリー専門店は不可
　 ※「店内飲食をメインとする飲食店」がテイクアウト・デリバリーの
　　 サービスを行っている場合は可
⑶ 日本産業分類「76飲食店」に該当し、且つ「その場で飲食させる事業所」であること
⑷ 本業が飲食店ではない事業者（建設業、ホテル等）が営む店舗であっても上記⑴⑵
　 に該当していれば可
Ｂ．感染症対策に関すること
⑴ 「新北海道スタイル」を実践し、店頭に掲示していること
⑵ 「北海道コロナ通知システム」を導入し、ＱＲコードを店内に掲示、登録呼びかけを
　 行うこと

×対象外となる飲食店の例
　①店内飲食をメインとしないもの
　　・宅配ピザなどのデリバリー専門店　・持ち帰り専門店　・移動販売（キッチンカー）
　　・カラオケなど他のサービスの提供をメインとする店舗
　②「76飲食店」であっても客への接待・遊興などを伴う飲食店は不可
　　・キャバクラ、スナック、料亭（接待を伴うもの）
※1 風営法の「接待飲食等営業」「特定遊興飲食店営業」に該当する飲食店
※2 飲食に伴う通常の役務（食事を出す・飲物を出す等）を超え、「特定少数の客に対する会話・
　   サービス行為等」を行うもの
※3 但し、風営法の許可を有していても本事業に参加する間、利用客に対し接待飲食等営業を
　   行わず、その旨を店頭に掲示している場合は可

●取扱・換金には、取扱店登録が必要です。
●地域共通クーポン券は有効期間（旅行期間）に限り使用可能です。
●飲食店の「Go To トラベル」登録には「Go To Eat」の登録が必要となります。

問合先：「Go To Eat 北海道」お食事券取扱店用お問い合わせセンター　TEL:011-351-8645　受付時間/平日9:00～18:00

GoToトラベル地域共通クーポン券は
取扱登録店舗でのみ使用可能です。

■商品券名称

■申請期限

■申請方法

Go To Eat 北海道お食事券

令和3年1月20日(水)まで

原則WEB申請(郵送も可)
https://gotoeat-hokkaido.jp/top.html

■申請書の送付先

〒063-8691  札幌西郵便局私書箱28号

※GoToEat取扱店登録申請書在中を明記

（早めに申請いただいた方でも申請が集中した場合は
登録が11月10日のお食事券利用開始日に間に合わな
い可能性があります。ご了承ください。）

申　請
申請開始　令和2年10月26日㈪
最終締切　令和3年  1月20日㈬

登録承認通知メール
又は通知書の受領

【「Go To Eat 北海道」事業概要】
1.販売価格

2.発行単位

3.販売期間

4.販 売 所

5.利用期間

8,000円/1冊（税込）
1冊10,000円
（1,000円券×10枚綴り）
1次販売：11月10日㈫～
2次販売：11月16日㈪～
　　　 令和3年1月29日㈮まで
※先着順での販売となります。
　 売り切れの場合はご容赦ください。

市内の空知信金、北洋、道銀の
窓口にて販売（10/31現在）
令和2年11月10日㈫～
　　　 令和3年3月31日㈬まで

食
事
券
の
取
扱
開
始
！ 取扱マニュアル・販促ツールの受領

（事業者or店舗への送付先を選択）
ＨＰに店舗情報が公開されます

（Go To トラベルクーポン取扱店舗
登録の際に必要となります。）

（
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
熟
読
く
だ
さ
い
。

届
い
て
い
な
い
場
合
は
Ｈ
Ｐ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。）

申請の流れ
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日
商
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査

（
早
期
景
気
観
測
）

【
九
月
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

九
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
▲
五
十
六
・
五
（
前
月
比
プ

ラ
ス
二
・
五
ポ
イ
ン
ト
）。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

巣
ご
も
り
消
費
が
拡
大
す
る
中
、

ネ
ッ
ト
通
販
や
デ
リ
バ
リ
ー
を
活

用
す
る
消
費
者
の
増
加
も
追
い
風

と
な
り
、
飲
食
料
品
の
売
れ
行
き

が
堅
調
だ
っ
た
。
ま
た
、
自
動
車

関
連
で
、
経
済
活
動
を
い
ち
早
く

再
開
し
た
中
国
向
け
の
生
産
が
持

ち
直
し
つ
つ
あ
る
ほ
か
、
建
設
業

で
は
台
風
な
ど
の
災
害
復
旧
を
含

む
公
共
工
事
の
下
支
え
が
続
く
。

　

一
方
、
消
費
者
の
マ
イ
ン
ド
低

下
や
観
光
需
要
の
低
迷
か
ら
、
飲

食
・
宿
泊
を
は
じ
め
関
連
産
業
の

経
営
は
依
然
厳
し
く
、
コ
ロ
ナ
対

策
の
コ
ス
ト
増
を
指
摘
す
る
声
も

聞
か
れ
る
。
中
小
企
業
の
景
況
感

は
持
ち
直
し
に
向
け
た
動
き
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
力
強
さ
に
欠
く

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
▲

四
十
四
・
〇
（
今
月
比
プ
ラ
ス

十
二
・
五
ポ
イ
ン
ト
）。
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
長
期
化
に
よ
り
、
売
上
回

復
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
、
助

成
金
等
の
政
策
効
果
が
剥
落
し
た

あ
と
の
急
激
な
業
績
悪
化
を
懸
念

す
る
経
営
者
も
多
く
、
先
行
き
の

不
透
明
感
か
ら
、
慎
重
な
見
方
が

続
く
。

　

一
方
、
政
府
に
よ
る
旅
行
喚
起

策
の
東
京
追
加
や
、
順
次
開
始
さ

れ
る
飲
食
業
支
援
策
に
よ
る
需
要

喚
起
へ
の
強
い
期
待
感
が
う
か
が

え
る
ほ
か
、
欧
米
向
け
を
含
む
自

動
車
関
連
、
５
Ｇ
向
け
な
ど
半
導

体
関
連
の
持
ち
直
し
を
期
待
す
る

声
も
聞
か
れ
た
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
建
設
業
、

製
造
業
、
卸
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で

改
善
、小
売
業
で
横
ば
い
と
な
っ
た
。

各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴
的

な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

【
建
設
業
】「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
取
引
先
か

ら
二
×
四
住
宅
用
の
木
材
価
格
の

値
上
げ
要
請
が
あ
っ
た
。
建
築
費

の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
見
込
ま
れ
る

ほ
か
、
割
高
と
な
る
こ
と
で
消
費

者
が
新
築
を
控
え
る
懸
念
が
あ
る

た
め
、
他
の
工
法
を
検
討
し
て
い

る
。」（
建
築
工
事
業
）、「
民
間
の

大
型
設
備
投
資
案
件
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
焼
却
処
理
施
設
や

市
民
会
館
の
新
築
な
ど
、
公
共
工

事
が
牽
引
し
て
い
る
。
ま
た
、
一

部
で
は
持
ち
家
・
借
家
に
も
動
き

が
出
始
め
て
い
る
。」（
一
般
工
事

業
）

【
製
造
業
】「
自
動
車
向
け
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
す
る
前
の
三
月
頃
の
水
準
ま
で

回
復
。
十
一
月
ま
で
は
土
曜
も
稼

働
し
て
対
応
す
る
。」（
工
業
用
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
）、「
イ

ベ
ン
ト
や
セ
ー
ル
の
中
止
に
よ
り
、

小
売
業
か
ら
販
促
用
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
商

品
や
の
ぼ
り
等
の
引
き
合
い
が
激

減
。売
上
回
復
を
図
る
た
め
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対

策
製
品
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。」

（
紙
製
品
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
飲
食
店
・
ホ
テ
ル
向

け
は
厳
し
い
も
の
の
、
消
費
者
の

内
食
需
要
の
拡
大
に
牽
引
さ
れ
、

ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
か
ら
の
引

き
合
い
は
好
調
。」（
農
産
物
卸
売

業
）、「
顧
客
で
あ
る
メ
ー
カ
ー
の

業
績
が
悪
化
し
て
お
り
、
コ
ス
ト

増
加
分
の
価
格
転
嫁
が
し
づ
ら
い
。

ま
た
、
先
行
き
の
不
透
明
感
が
増

す
中
、
現
在
の
状
況
が
長
期
化
す

れ
ば
、
当
社
で
も
採
用
や
設
備
投

資
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。」（
一
般
機
械
器
具
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
内
食
需
要
の
拡
大
か

ら
、
総
菜
や
生
鮮
食
品
、
冷
凍
食

品
な
ど
、
飲
食
料
品
の
売
れ
行
き

が
好
調
を
維
持
し
て
お
り
、
普
段

で
あ
れ
ば
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
は

ず
だ
っ
た
秋
物
衣
料
の
不
振
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
。」（
総
合
ス
ー

パ
ー
）、「
台
風
九
号
、
十
号
の
影

響
に
よ
り
、
消
費
者
が
外
出
を
控

え
た
こ
と
に
加
え
、
台
風
通
過
後

は
店
舗
や
周
辺
の
清
掃
作
業
な
ど

に
追
わ
れ
、
営
業
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
売
上
が
大
き
く
落
ち
込
ん

だ
。」（
衣
料
品
小
売
業
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
観
光
客
は
依
然

と
し
て
少
な
い
が
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
を
活
用
し
た
宿
泊
予
約
が

入
っ
て
き
て
い
る
。
東
京
が
対
象

と
な
る
十
月
以
降
、
一
段
の
売
上

増
を
期
待
し
た
い
。」（
宿
泊
業
）、

「
売
上
が
前
年
の
半
分
に
も
届
か

な
い
中
、
給
付
金
・
助
成
金
だ
け

で
は
足
り
ず
、
借
入
で
し
の
い
で

い
る
状
況
。
支
援
策
が
な
く
な
れ

ば
、
経
営
は
よ
り
一
層
厳
し
く
な

る
と
懸
念
し
て
い
る
。」（
飲
食
業
）

業況DI（前年同月比）の推移

 ※「先行き見通し」は当月に比べた向こう３カ月の先行き見通しＤＩ

20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

先行き見通し
10月〜12月

全 産 業 ▲ 60.4 ▲ 65.8 ▲ 62.8 ▲ 59.3 ▲ 59.0 ▲ 56.5 ▲ 44.0

建 設 ▲ 29.3 ▲ 37.7 ▲ 35.0 ▲ 34.8 ▲ 34.9 ▲ 30.7 ▲ 28.1

製 造 ▲ 63.2 ▲ 69.9 ▲ 72.6 ▲ 70.6 ▲ 69.6 ▲ 68.3 ▲ 43.7

卸 売 ▲ 66.7 ▲ 62.9 ▲ 61.6 ▲ 59.5 ▲ 56.7 ▲ 51.2 ▲ 39.0

小 売 ▲ 64.0 ▲ 70.0 ▲ 60.4 ▲ 53.4 ▲ 53.2 ▲ 52.5 ▲ 49.8

サービス ▲ 71.2 ▲ 77.6 ▲ 73.4 ▲ 68.4 ▲ 70.2 ▲ 67.8 ▲ 52.5

11月15日㈰　第156回日商簿記検定試験
　　27日㈮　第62回永年勤続優良従業員
　　　　　　表彰式
12月７日㈪　第221回日商そろばん検定
　　　　　　試験申込受付開始
　　　　　　（１月13日㈬まで）

～11月、12月の会議所行事予定～～11月、12月の会議所行事予定～
商工会議所で予定されている講習会、相談会、検定日程
等の行事をお知らせします！（11月10日現在）  
なおホームページでは、新情報を随時更新しています。
http://www.iwamizawacci.or.jp/
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1. 助成金等の課税関係

新型コロナウイルス感染症対応で、一般個人や事業者、企業、団体に対して様々な助成金等が支給されています。今回はそ

れら助成金の課税の有無、課税の場合の益金計上時期、会計処理について説明します。

まずは、それらの助成金等に税金が課税されない非課税のものであるか、税金が課税されるものであるかを主なものを例示

として下記にまとめてみました。

例えば、国民一人当り10万円を世帯主に支給された特別定額給付金は非課税であり、税金はかかりませんし、申告の必要は

ありません。逆に、前年と比べて50％以上売上を減少した事業者などに支給される持続化給付金は課税となりますので、事

業所得等として申告する必要があります。

下記は主なものですので、それ以外のものや詳細については国税庁HPのFAQをご覧ください。　

非課税となるもの（例示） 課税となるもの（例示）

新型コロナウイルス感染症対応休業支援金
新型コロナウイルス感染症対応休業給付金
特別定額給付金
子育て世帯への臨時特別給付金
学生支援緊急給付金
低所得者のひとり親世帯への臨時特別給付金
新型コロナウイルス感染症対応従事者への慰労金

持続化給付金
家賃支援給付金
農林漁業者への経営継続補助金
文化芸術・スポーツ活動の継続支援
雇用調整助成金
小学校休業等対応助成金
小学校休業等対応支援金
小規模事業者等経営サポート給付金（岩見沢市他）

　

2. 収益計上時期
給付金、助成金などの収益計上については、一般的に一定の手続を経て支給されますので、具体的な検討に当たっては、そ

の助成金等の申請規程、交付要綱等の内容をよく確認して判断することが必要となります。

（1）原則的取扱い
助成金等の収益計上時期は、原則「補助金確定通知」の日ですので、その確定通知の日が収益計上時期となります。手続

きの流れとしては、「確定通知」、「入金」という順番になることが一般的ですが、持続化給付金などは給付通知書の到着が入

金より遅くなる場合があるようです。そのような場合は入金日が収益計上時期になります。

（2）例外的な取り扱い
経費補填の助成金等の場合は経費の先行計上があれば、収益費用対応で未収計上が必要になります。

例えば、上記の雇用調整助成金については、申請後期末までに決定通知がない場合は助成金額を見積って未収計上が必要

になります。（法人税基本通達2-1-42）。雇用を維持するためすでに支払った給与等の経費を補填するものであるため見積計

上が求められます。

雇用調整助成金などは従来からあるものですので取り扱いが通達等で明確に規定されています。しかし、コロナ対策で新

しく創設された家賃支援給付金はどうでしょう。家賃支援給付金は、売上減少に直面する企業の事業継続を支えることを目

的とするという観点からは持続化給付金と同じ目的なので、取扱いも同じと言えますが、支給根拠が支払家賃ということで

あれば、雇用調整助成金と同じく収益費用対応で未収計上が必要であるとも考えられます。今後明確な取り扱いが公表され

ることが望まれます。

3. 会計処理
上記の収益計上時期の考え方に合わせて、代表的な助成金等についての会計処理は次のようになります。

（1）原則的取扱いとして、持続化給付金を例に説明します。

①給付金の受給となる事実（「給付通知書」の到着）が発生

法人の場合 未収入金／雑収入 2,000,000円

個人の場合 未収入金／雑収入（事業所得） 1,000,000円

※1　どちらも消費税は課税対象外取引となります。
※2　個人の場合、その受給根拠により、給与所得又は雑所得になる場合もあります。

②給付金が入金

法人の場合 普通預金／未収入金 2,000,000円

個人の場合 普通預金／未収入金 1,000,000円

（2）例外的な取扱いとして雇用調整助成金を例に説明します。

①助成金の受給となる事実の発生（社員への休業手当の支給の事実）が発生

　未収入金／雑収入　　〇〇〇〇円　（消費税は課税対象外）

②助成金が入金

　普通預金／未収入金　〇〇〇〇円

※申請後期末までに決定通知がない場合は見積金額で計上します。

【注】この記事は令和２年９月

末の情報に基づいています。

実際の判断、会計処理につ

いては税理士等の専門家に

ご相談ください。

税理士法人TACS　　

　税理士　木村　聡

新型コロナウイルス感染症等の影響に関連して国等から支給される主な助成金等の課税関係


